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「グリーン電力出資金」出資者の会の会報の発行が、アンケートの集計結果掲載のためカタログ1号配布週（3/14～）から3号配布週（3/28～）に変更となります。

加速する自然エネルギーの拡大

「自然エネルギー」への認識転換

No.91

3.11から5年

　今もなお18万人以上の人々が避難生活をおくられ
ています。現地の様子が報道されることも少なくなっ
て、原発事故のその後の様子を知る機会が減り、まる
で収束したかのように感じられます。
　しかし現状は、福島原発の原子炉内部の調査用ロ
ボットは戻って来られない状態で、どうなっているのか
誰にも分からず、汚染水も毎日出し続けています。こ
のように、5年経っても事故の後始末もできないまま、
再稼働をすすめていることに大きな憤りを感じます。
　4月から電気を選べるようになります。健康な暮らし
や生命と引き換えにしてまで、原発の電気を選びたく
ないと思いませんか。何を基準に選ぶのか、私たちの
選択が未来をつくっていきます。自然エネルギーによ
る電気を選びましょう。子どもたちに安全な未来を手
渡すために、今こそ意思表示をしていきましょう。

グリーンコープ共同体組織委員会

いのち

　

お
お
い
た
で
は
、
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
発
電
所
を
つ
く
り

た
い
と
候
補
地
を
探
し
て
い

た
が
、
な
か
な
か
見
つ
か
ら

ず
に
い
た
。
そ
ん
な
中
、
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
を
広
げ

た
い
と
い
う
思
い
を
持
つ
自

然
電
力
株
式
会
社
と
出
会
い
、

自
然
電
力
グ
ル
ー
プ
が
開
発

を
検
討
し
て
い
た
国
東
太
陽

光
発
電
所
に
共
に
取
り
組
む

検
討
を
始
め
た
。
２
０
１
５

年
６
月
か
ら
理
事
会
や
現
地

に
近
い
大
分
県
北
・
別
府
セ

ン
タ
ー
の
運
営
委
員
会
を
中

心
に
現
地
を
見
学
し
、
様
々

な
意
見
を
出
し
合
っ
た
。

　

検
討
で
は
、
温
泉
熱
や
小

水
力
な
ど
の
資
源
も
豊
富
な

大
分
県
で
な
ぜ
太
陽
光
な
の

か
、
夜
間
発
電
し
な
い
太
陽

光
は
非
効
率
で
は
な
い
か
、

経
営
面
は
大
丈
夫
か
な
ど
の

意
見
も
出
さ
れ
た
。
温
泉
熱

や
小
水
力
は
検
討
し
た
が
現

段
階
で
は
難
し
い
こ
と
が
分

か
っ
た
。
ま
た
、
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
は
そ
れ
ぞ
れ
特
性

が
あ
り
、
需
給
の
予
測
を
立

て
て
他
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
う

ま
く
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で

効
率
的
に
利
用
で
き
る
。
そ

れ
ら
を
考
え
合
わ
せ
、
皆
で

共
有
す
る
思
い
「
お
お
い
た

で
発
電
所
を
つ
く
り
、
脱
原

発
を
め
ざ
す
」
を
実
現
す
る

た
め
に
、
今
一
番
取
り
組
み

や
す
い
太
陽
光
発
電
に
踏
み

出
す
と
い
う
結
論
を
出
し
た
。

　

今
後
は
組
合
員
全
体
に
丁

寧
に
説
明
し
理
解
を
求
め
、

グ
リ
ー
ン
電
力
出
資
金
に
参

加
し
て
く
れ
る
組
合
員
が
増

え
る
よ
う
理
事
会
を
中
心
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

世
界
で
急
速
に
拡
大

　

世
界
的
に
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
よ
る
発
電
が
急
拡
大

し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、

地
球
温
暖
化
対
策
サ
ミ
ッ
ト

も
成
功
し
た
。
今
、世
界
的
大

企
業
や
都
市
が
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
１
０
０
％
を
目
標
に
掲

げ
て
い
る
。
２
０
１
５
年
末

に
世
界
全
体
の
風
力
発
電
の

発
電
容
量
が
原
発
を
追
い
抜

き
、
２
０
１
７
年
末
に
は
太

陽
光
が
追
い
抜
く
見
込
み
だ
。

ど
ん
ど
ん
安
く
な
る

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

太
陽
光
や
風
力
発
電
に
お

け
る
技
術
革
新
は
著
し
く
、

発
電
効
率
が
上
が
っ
た
た
め
、

発
電
コ
ス
ト
は
下
が
っ
て
い

る
。
し
か
も
一
旦
設
備
が
整

え
ば
、
そ
の
後
の
燃
料
費
は

タ
ダ
と
な
る
。
欧
米
で
は
、

こ
の
５
年
間
で
太
陽
光
や
風

力
発
電
の
コ
ス
ト
は
２
分
の

１
か
ら
３
分
の
１
に
ま
で
下

が
っ
た
。
燃
料
費
の
高
い
化

石
燃
料
発
電
は
押
し
出
さ
れ
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
市
場
が

急
成
長
、
今
や
主
流
と
な
り

つ
つ
あ
る
。
今
後
さ
ら
に
普

及
す
る
こ
と
で
コ
ス
ト
が
下

が
り
、
電
気
料
金
も
安
く

な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

　

一
方
、
原
発
建
設
の
コ
ス

ト
は
上
が
り
続
け
て
い
る
。

現
在
建
設
さ
れ
て
い
る
原
発

は
、
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
や
水
素

爆
発
等
に
対
応
し
た
設
計
に

な
っ
て
お
り
、
多
額
の
コ
ス

ト
が
必
要
に
な
っ
た
。
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
や
フ
ラ
ン
ス
で
は
、

未
完
成
の
ま
ま
頓
挫
し
た
原

発
も
あ
る
。

太
陽
光
発
電
で
も

安
定
供
給
が
可
能
に

　

天
候
に
左
右
さ
れ
る
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
不
安
定
で

供
給
が
難
し
い
と
言
わ
れ
て

い
た
が
、
近
年
気
象
予
測
の

精
度
が
目
覚
ま
し
く
向
上
し
、

変
動
に
対
応
し
て
他
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
調
整
す
る
こ
と
で
、

安
定
し
て
供
給
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
っ
た
。
例
え
ば
ド

イ
ツ
で
は
、
夏
の
電
力
消
費

ピ
ー
ク
時
に
発
電
量
が
増
え

る
太
陽
光
発
電
を
利
用
す
る

こ
と
で
、
電
気
料
金
を
安
く

抑
え
る
こ
と
も
で
き
て
い
る
。

大
規
模
独
占
型
か
ら

小
規
模
地
域
分
散
型
へ

　

か
つ
て
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
、

電
力
会
社
２
社
が
大
型
火
力

発
電
所
で
発
電
し
て
い
た
が
、

現
在
で
は
全
発
電
量
の
70
％

が
小
規
模
地
域
分
散
型
の
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
。
し
か
も
風

力
や
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ

ン
発
電
所
の
８
割
を
、
立
地

し
て
い
る
地
域
の
人
た
ち
が

所
有
し
て
い
る
。

　

日
本
で
も
、
市
民
が
出
資

し
た
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電

所
が
次
々
に
立
ち
上
が
っ
て

い
る
。
一
つ
ひ
と
つ
は
小
さ

な
発
電
所
だ
が
、
自
分
た
ち

で
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
所

を
所
有
す
る
こ
と
で
地
域
に

雇
用
を
生
み
出
す
。
住
民
が

支
払
う
光
熱
費
が
地
域
に

返
っ
て
い
き
循
環
す
る
こ
と

で
、
経
済
的
に
も
将
来
性
の

あ
る
地
域
づ
く
り
が
で
き
る
。

　

太
陽
光
は
ど
こ
で
も
公
平

に
降
り
注
ぐ
。
そ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
未
来
永
劫
自
分
た
ち

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
使
っ

て
い
く
こ
と
は
、
か
つ
て
は

夢
物
語
だ
っ
た
が
、
今
確
実

に
実
現
し
つ
つ
あ
る
。
日
本

で
は
４
月
か
ら
電
力
の
小
売

自
由
化
が
始
ま
り
、
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
選
ぶ
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
。
グ
リ
ー

ン
コ
ー
プ
の
取
り
組
み
が
、

電
力
を
供
給
す
る
こ
と
と
同

時
に
、
市
民
が
グ
リ
ー
ン

コ
ー
プ
の
電
気
を
選
ぶ
と
い

う
形
で
実
現
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
。

お
お
い
た
で
の
検
討

脱
原
発
を
め
ざ
し
太
陽
光
発
電
に
踏
み
出
す

完
成
記
念
講
演

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
研
究
所
　
所
長 

飯
田
　
哲
也
さ
ん

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ
て
、脱
原
発
社
会
の
実
現
を
め
ざ
そ
う
！

〜
世
界
そ
し
て
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
に
つ
い
て
〜

　

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
は
、
エ
リ
ア
内
各
地
に
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
所
の
建
設
を
進
め
る
と
共

に
、組
合
員
に
電
気
を
供
給（
電
気
の
共
同
購
入
）

す
る
準
備
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
電
気
を
確
保

す
る
た
め
、
発
電
所
建
設
は
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ

独
自
で
進
め
る
だ
け
で
な
く
、
思
い
を
同
じ
く

す
る
団
体
と
も
協
力
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

２
月
11
日
、
大
分
県
国
東
市
に
建
設
さ
れ

た
国
東
武
蔵
第
二
自
然
電
力
太
陽
光
発
電
所

（
以
下
、国
東
太
陽
光
発
電
所
）が
完
成
し
、記

念
講
演
会
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

国
東
太
陽
光
発
電
所
は
、
自
然
電
力
グ
ル
ー

プ
に
よ
り
開
発
・
運
営
さ
れ
、
グ
リ
ー
ン
コ
ー

プ
は
建
設
費
用
の
一
部
を
資
金
協
力
す
る
こ
と

で
発
電
し
た
電
気
の
半
分
を
確
保
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

お
お
い
た
で
の
検
討
の
よ
う
す
と
、
記
念
講

演
の
要
旨
、
自
然
電
力
株
式
会
社
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

※
１
昨
年
11
月
に
開
催
さ
れ
た

C
O
P
21
（
国
連
気
候
変
動
枠
組

条
約
第
21
回
締
約
国
会
議
）。世

界
全
体
で
今
世
紀
末
に
は
人
間

活
動
に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
量
を
実
質
的
に
ゼ
ロ
に
し
て

い
く
方
向
で
合
意
し
た

※
２
電
力
と
有
用
な
熱
を
同
時
に
生

産
す
る
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
で
あ

り
、
熱
・
電
併
給
シ
ス
テ
ム
と
も

呼
ば
れ
る

神在太陽光発電所売電量

54,140kWh
定格出力1,057kW（280世帯相当）

広島物流センター
太陽光発電所売電量
3,291kWh

定格出力47kW（13世帯相当）

若宮物流センター
太陽光発電所売電量
2,404kWh

定格出力47kW（13世帯相当）

グリーンコープやまぐち生協
西部地域本部太陽光発電所売電量

2,326kWh
定格出力54kW（15世帯相当）

「原発の電気ではなく、自然エネルギーでつくった電気を使
いたい」という願いをかなえるために、グリーンコープ・グリ
ーン電力出資金に協力しましょう

7,925人 876,472,000円
  （2016年1月25日現在）

グリーンコープ・グリーン電力出資金

私たちの   発電
所

一般社団法人グリーン・市民電力から
2015年12月の売電量

　グリーン・市民電力は発電所を建設するため
に、約６０億円の費用を必要としています。その３
分の１の２０億円を組合員による出資金で賄いた
いと考えています。
　２０１６年１月現在の出資金は約８億７６００万
円（約8千人）。私たちの市民電力発電所を広げて
いくために、電力出資金にご協力ください。

グリーンコープ・グリーン電力出資金へ
ご協力をお願いします

国東武蔵第二自然電力太陽光発電所国東武蔵第二自然電力太陽光発電所

広がるグリーンコープの市民発電

※
１

※
２

（2016年 3月 1日）  第 360 号  （4）共 生 の 時 代



原発・化石
自然
エネルギー

小規模
地域自立

大規模
中央独占

2軸のエネルギーシフト

代表取締役の3人。左から、川戸さん、長谷川さん、磯野さん

「グリーン電力出資金」出資者の会の会報の発行が、アンケートの集計結果掲載のためカタログ1号配布週（3/14～）から3号配布週（3/28～）に変更となります。

「自然エネルギー」への認識転換

　

自
然
電
力
株
式
会
社
（
以

下
、
自
然
電
力
）
は
、「
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
世
界
を
変
え

た
い
」
と
、
２
０
１
１
年
に

３
人
の
若
者
が
立
ち
上
げ
た

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
。

　

川
戸
健
司
さ
ん
、
磯
野
謙

さ
ん
、
長
谷
川
雅
也
さ
ん
は
、

そ
れ
ぞ
れ
に
環
境
問
題
や
地

域
の
活
性
化
な
ど
に
関
心
を

持
ち
入
社
し
た
風
力
発
電
事

業
会
社
で
出
会
っ
た
。
東
日

本
大
震
災
と
原
発
事
故
を
機

に
、
改
め
て
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
普
及
さ
せ
た
い
と
い

う
思
い
を
強
く
し
た
。
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
発
電
が

環
境
問
題
を
解
決
す
る
だ
け

で
な
く
、
売
電
利
益
を
地
域

に
還
元
す
る
仕
組
み
を
つ
く

れ
ば
、
多
く
の
人
が
賛
同
す

る
は
ず
だ
と
考
え
た
３
人
は
、

起
業
し
て
取
り
組
む
こ
と
に

し
た
。

ド
イ
ツ
の
ト
ッ
プ
企
業
と

事
業
提
携

　

思
い
が
先
行
し
て
事
業
を

立
ち
上
げ
た
も
の
の
、
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
に
は
信
用
も
な

く
、
当
初
仕
事
は
な
か
っ
た
。

そ
ん
な
中
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
先
進
国
の
ド
イ
ツ
を
視

察
。
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
企
業
ｊ
ｕ

ｗ
ｉ
と
出
会
う
。
３
人
は
ｊ

ｕ
ｗ
ｉ
の
環
境
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
対
す
る
思
い
に
共
感
、

こ
の
会
社
と
組
み
た
い
と
意

見
が
一
致
し
た
。
２
０
１
３

年
、
自
然
電
力
は
経
営
陣
の

若
さ
や
事
業
に
対
す
る
思
い

を
買
わ
れ
、
ｊ
ｕ
ｗ
ｉ
と
事

業
提
携
し
、
グ
ル
ー
プ
会
社

を
設
立
し
た
。

売
電
利
益
を
地
域
に
還
元

　

２
０
１
２
年
に
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
固
定
価
格
買
取

制
度
（
以
下
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）
が

施
行
さ
れ
、
社
会
的
に
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
関
心
が
高

ま
る
。
２
０
１
４
年
に
は
、

農
業
が
盛
ん
な
熊
本
県
合
志

市
と
地
元
企
業
と
の
三
者
の

事
業
が
地
域
還
元
型
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
モ
デ
ル
早
期

確
立
事
業
に
採
択
さ
れ
、
合

志
農
業
活
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

太
陽
光
発
電
所
が
実
現
し
た
。

売
電
利
益
の
一
部
が
地
域
に

還
元
さ
れ
、
用
水
路
や
農
機

具
の
修
復
、
農
産
物
を
ブ
ラ

ン
ド
化
し
て
都
市
部
へ
発
信

す
る
な
ど
、
地
域
の
農
業
の

た
め
に
活
か
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、「
攻
め
の
農
業
」「
守

り
の
農
業
」
の
施
策
が
形
に

な
っ
た
も
の
だ
。

　

事
業
に
向
か
う
誠
実
な
姿

勢
が
評
価
・
信
頼
さ
れ
、
ま

た
、
ｊ
ｕ
ｗ
ｉ
と
提
携
し
た

こ
と
で
技
術
面
で
の
信
用
も

上
が
り
、
徐
々
に
受
注
が
増

え
て
い
っ
た
。
今
で
は
４
社

の
グ
ル
ー
プ
と
な
り
、
全
国

で
35
ヵ
所
以
上
の
発
電
所
建

設
を
手
掛
け
る
ま
で
に
成
長

し
た
。

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
と

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
築
く

　

現
在
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
に

資
本
協
力
を
受
け
て
建
設
し

て
い
る
発
電
所
が
２
ヵ
所
。

今
後
も
一
緒
に
で
き
る
こ
と

は
協
力
し
合
い
た
い
と
考
え

て
い
る
。
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ

の
40
万
の
組
合
員
に
よ
る
発

電
所
づ
く
り
に
関
わ
る
こ
と

が
で
き
る
の
は
、
非
常
に
う

れ
し
い
こ
と
だ
と
川
戸
さ
ん

は
言
う
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

も
っ
と
広
げ
て
い
く
た
め
に

　

現
在
は
Ｆ
Ｉ
Ｔ
と
い
う
優

遇
制
度
が
あ
る
こ
と
で
広

が
っ
て
い
る
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
だ
が
、
今
後
普
及
さ
せ

る
た
め
に
は
、
価
格
を
抑
え

る
こ
と
、
安
定
し
て
供
給
で

き
る
こ
と
が
課
題
に
な
る
。

自
然
電
力
で
は
ｊ
ｕ
ｗ
ｉ
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
す
こ
と
で
、

近
い
将
来
実
現
で
き
る
と
考

え
て
い
る
。
グ
リ
ー
ン
コ
ー

プ
を
は
じ
め
理
念
を
共
有
で

き
る
仲
間
と
手
を
携
え
、
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
広
げ
る
こ

と
が
、
世
界
を
変
え
る
こ
と

に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
信
じ
、

自
然
電
力
は
未
来
に
向
か
い

道
を
開
き
続
け
る
。

グリーンコープと共に
自然エネルギーの普及に取り組む

エネルギーから世界を変える。
熱い思いで未開拓の領域に挑み続ける

－代表取締役の川戸健司さんに話を聞きました－

※
３
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
発
電

し
た
電
力
を
一
定
期
間
、
固
定
価

格
で
電
力
会
社
が
購
入
す
る
制

度
。発
電
所
建
設
コ
ス
ト
の
回
収

の
見
込
み
が
立
ち
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
が
進
む
と
考

え
ら
れ
る

※
４
農
林
水
産
省
か
ら
売
電
収
入
を

地
域
に
還
元
す
る
事
業
に
対
し

無
利
子
融
資
が
行
わ
れ
た

※
3

※
4

こ
う
し

自然電力グループ
自然電力株式会社
　　自然エネルギー発電所の開発・企画・資金調達
juwi（ユーイ）自然電力株式会社
　　自然エネルギー発電所の設計・調達・建設
juwi自然電力オペレーション株式会社
　　自然エネルギー発電所の運営・保守
自然電力ファーム株式会社
　　農産物の販売、販促マーケティング業務

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

世
界
で
急
速
に
拡
大

　

世
界
的
に
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
よ
る
発
電
が
急
拡
大

し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、

地
球
温
暖
化
対
策
サ
ミ
ッ
ト

も
成
功
し
た
。
今
、世
界
的
大

企
業
や
都
市
が
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
１
０
０
％
を
目
標
に
掲

げ
て
い
る
。
２
０
１
５
年
末

に
世
界
全
体
の
風
力
発
電
の

発
電
容
量
が
原
発
を
追
い
抜

き
、
２
０
１
７
年
末
に
は
太

陽
光
が
追
い
抜
く
見
込
み
だ
。

ど
ん
ど
ん
安
く
な
る

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

太
陽
光
や
風
力
発
電
に
お

け
る
技
術
革
新
は
著
し
く
、

発
電
効
率
が
上
が
っ
た
た
め
、

発
電
コ
ス
ト
は
下
が
っ
て
い

る
。
し
か
も
一
旦
設
備
が
整

え
ば
、
そ
の
後
の
燃
料
費
は

タ
ダ
と
な
る
。
欧
米
で
は
、

こ
の
５
年
間
で
太
陽
光
や
風

力
発
電
の
コ
ス
ト
は
２
分
の

１
か
ら
３
分
の
１
に
ま
で
下

が
っ
た
。
燃
料
費
の
高
い
化

石
燃
料
発
電
は
押
し
出
さ
れ
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
市
場
が

急
成
長
、
今
や
主
流
と
な
り

つ
つ
あ
る
。
今
後
さ
ら
に
普

及
す
る
こ
と
で
コ
ス
ト
が
下

が
り
、
電
気
料
金
も
安
く

な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

　

一
方
、
原
発
建
設
の
コ
ス

ト
は
上
が
り
続
け
て
い
る
。

現
在
建
設
さ
れ
て
い
る
原
発

は
、
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
や
水
素

爆
発
等
に
対
応
し
た
設
計
に

な
っ
て
お
り
、
多
額
の
コ
ス

ト
が
必
要
に
な
っ
た
。
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
や
フ
ラ
ン
ス
で
は
、

未
完
成
の
ま
ま
頓
挫
し
た
原

発
も
あ
る
。

太
陽
光
発
電
で
も

安
定
供
給
が
可
能
に

　

天
候
に
左
右
さ
れ
る
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
不
安
定
で

供
給
が
難
し
い
と
言
わ
れ
て

い
た
が
、
近
年
気
象
予
測
の

精
度
が
目
覚
ま
し
く
向
上
し
、

変
動
に
対
応
し
て
他
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
調
整
す
る
こ
と
で
、

安
定
し
て
供
給
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
っ
た
。
例
え
ば
ド

イ
ツ
で
は
、
夏
の
電
力
消
費

ピ
ー
ク
時
に
発
電
量
が
増
え

る
太
陽
光
発
電
を
利
用
す
る

こ
と
で
、
電
気
料
金
を
安
く

抑
え
る
こ
と
も
で
き
て
い
る
。

大
規
模
独
占
型
か
ら

小
規
模
地
域
分
散
型
へ

　

か
つ
て
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
、

電
力
会
社
２
社
が
大
型
火
力

発
電
所
で
発
電
し
て
い
た
が
、

現
在
で
は
全
発
電
量
の
70
％

が
小
規
模
地
域
分
散
型
の
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
。
し
か
も
風

力
や
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ

ン
発
電
所
の
８
割
を
、
立
地

し
て
い
る
地
域
の
人
た
ち
が

所
有
し
て
い
る
。

　

日
本
で
も
、
市
民
が
出
資

し
た
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電

所
が
次
々
に
立
ち
上
が
っ
て

い
る
。
一
つ
ひ
と
つ
は
小
さ

な
発
電
所
だ
が
、
自
分
た
ち

で
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
所

を
所
有
す
る
こ
と
で
地
域
に

雇
用
を
生
み
出
す
。
住
民
が

支
払
う
光
熱
費
が
地
域
に

返
っ
て
い
き
循
環
す
る
こ
と

で
、
経
済
的
に
も
将
来
性
の

あ
る
地
域
づ
く
り
が
で
き
る
。

　

太
陽
光
は
ど
こ
で
も
公
平

に
降
り
注
ぐ
。
そ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
未
来
永
劫
自
分
た
ち

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
使
っ

て
い
く
こ
と
は
、
か
つ
て
は

夢
物
語
だ
っ
た
が
、
今
確
実

に
実
現
し
つ
つ
あ
る
。
日
本

で
は
４
月
か
ら
電
力
の
小
売

自
由
化
が
始
ま
り
、
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
選
ぶ
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
。
グ
リ
ー

ン
コ
ー
プ
の
取
り
組
み
が
、

電
力
を
供
給
す
る
こ
と
と
同

山口県生まれ。原子力産業や
原子力安全規制などに従事
後、「原子力ムラ」を脱出し北
欧での研究などを経て現職。
日本政府や地方自治体のエ
ネルギー政策に大きな影響
を与えている

飯田 哲也さん
いい だ てつ なり

　グリーン・市民電力は発電所を建設するため
に、約６０億円の費用を必要としています。その３
分の１の２０億円を組合員による出資金で賄いた
いと考えています。
　２０１６年１月現在の出資金は約８億７６００万
円（約8千人）。私たちの市民電力発電所を広げて
いくために、電力出資金にご協力ください。

グリーンコープ・グリーン電力出資金へ
ご協力をお願いします

国東武蔵第二自然電力太陽光発電所国東武蔵第二自然電力太陽光発電所

広がるグリーンコープの市民発電
く  に  さ  き む　さ　し

自然電力株式会社
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